
《
商
事
法
研
究
会
報
告
（
第
８
回
）
》

商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
中

間
試
案
・
中
間
試
案
の
補
足
意
見
・
中
間
試
案
に
寄

せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
の
検
討

東
洋
大
学
商
事
法
研
究
会

参
加
者　

�

李
芝
妍
・
井
上
貴
也
・
遠
藤
喜
佳
・
藤
村
知
己
・
松
井
英
樹

（
以
上
、
東
洋
大
学
）、
小
杉
亮
一
朗
（
千
葉
商
科
大
学
）

　

平
成
二
七
年
八
月
六
日
（
木
）
に
本
研
究
会
が
東
洋
大
学
二
号
館

一
四
階
学
習
指
導
室
に
て
開
か
れ
、
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
等
の

改
正
に
関
す
る
検
討
会
を
行
っ
た
。
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
等
の

改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
と
中
間
試
案
の
補
足
説
明
を
資
料
と
し
、
中

間
試
案
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
を
参
照
し
な
が
ら
、
司
会
を
同
研

究
会
幹
事
・
井
上
貴
也
、
報
告
者
・
遠
藤
喜
佳
で
参
加
者
に
よ
る
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

1
．�

今
ま
で
の
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
等
の
改
正
作
業
の
経
緯
に

つ
い
て

①
商
事
法
務
研
究
会
「
商
事
法
（
運
送
関
係
）
勉
強
会
」（
藤
田
友
敬

主
催
）

　

平
成
二
三
年
一
〇
月
～
平
成
二
四
年
二
月　

諸
外
国
の
運
送
法
制
の

調
査
研
究

②
商
事
法
務
研
究
会　

法
務
省
か
ら
の
調
査
委
託
に
よ
る
運
送
取
引
の

実
態
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
業
務
（
清
水
真
希
子
主
催
）
平
成
二
四

年
度　

質
問
票
の
送
付
、
個
別
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
実
施
、
約
款
の
分
析

③
商
事
法
務
研
究
会
「
運
送
法
制
研
究
会
」（
山
下
友
信
座
長
）
平
成

二
四
年
八
月
～
平
成
二
五
年
一
一
月

　

運
送
法
制
研
究
会
報
告
書
（
平
成
二
五
年
一
二
月
）

　

主
に
国
内
の
運
送
手
段
を
規
律
す
る
商
法
の
規
定
の
現
代
化
に
向
け

て
、
論
点
の
洗
い
出
し
。

　

現
在
の
実
務
の
正
確
な
把
握
の
上
で
、
時
代
遅
れ
と
批
判
さ
れ
て
い

る
規
律
の
現
代
化
を
図
る
。

④
法
務
大
臣
か
ら
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
諮

問
第
九
九
号
「
商
法
制
定
以
来
の
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
へ
の
対

応
、
荷
主
、
運
送
人
そ
の
他
の
運
送
関
係
者
間
の
合
理
的
な
利
害
の

調
整
、
海
商
法
制
に
関
す
る
世
界
的
な
動
向
へ
の
対
応
等
の
観
点
か

ら
、
商
法
等
の
う
ち
運
送
・
海
商
関
係
を
中
心
と
し
た
規
定
の
見
直

し
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
要
綱
を
示
さ
れ
た

い
」

⑤
法
制
審
議
会　

商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
部
会
（
山
下
友
信
部
会

長
）

　

部
会
第
一
回
会
議
平
成
二
六
年
四
月
二
三
日
開
催　

調
査
審
議
の
た

め
に
本
部
会
設
置
。

⑥
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案　
（
平

成
二
七
年
三
月
一
一
日
決
定
）
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商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
の
補
足

説
明

⑦
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続　
　

平
成
二
七
年
四
月
一
日
～
五
月

二
二
日

　

中
間
試
案
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

　

以
上
の
よ
う
な
経
緯
の
も
と
で
改
正
の
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
前
記
の
⑦
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
会
と

し
て
は
会
員
の
意
見
を
集
約
し
て
同
手
続
き
に
参
加
す
る
こ
と
は
し
て

い
な
い
。
今
回
の
検
討
会
は
、
東
洋
大
学
商
事
法
研
究
会
と
し
て
の
改

正
に
関
す
る
意
見
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
検
討
の
対

象
と
し
て
は
、
海
商
関
係
の
分
野
を
除
く
運
送
の
総
論
的
部
分
・
物
品

運
送
・
旅
客
運
送
に
関
す
る
部
分
を
主
な
も
の
と
し
た
。

2
．
検
討

総
論
的
事
項　

単
行
法
化　

非
事
業
者
・
消
費
者
の
視
点　

運
送
事
業

者
（
零
細
企
業
）
の
責
任

　

本
研
究
会
で
は
、
運
送
関
係
の
法
分
野
を
保
険
法
の
よ
う
に
商
法
典

か
ら
分
離
す
る
こ
と
に
つ
い
て
懸
念
す
る
意
見
が
多
か
っ
た
。
保
険
は

民
法
や
消
費
者
法
と
の
繋
が
り
が
強
く
、
必
ず
し
も
商
法
典
中
に
存
置

す
る
必
要
性
は
高
く
な
か
っ
た
等
、
独
立
法
典
化
さ
れ
た
保
険
法
と
の

事
情
の
違
い
が
幾
つ
か
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
運
送
に
あ
た
っ
て
保
険
を

利
用
し
な
い
小
規
模
事
業
者
の
問
題
な
ど
も
指
摘
さ
れ
た
。
消
費
者
に

よ
る
運
送
契
約
の
利
用
と
運
送
事
業
者
の
利
益
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す

る
の
か
が
問
題
で
あ
る
。

第
1
部　

運
送
法
制
全
般
に
つ
い
て

第
1　

総
則

1�　

運
送
人
の
定
義　
　

陸
上
運
送
・
海
上
運
送
・
航
空
運
送
の
引
受

け
を
業
と
す
る
者

　

運
送
人
を
航
空
運
送
ま
で
含
む
範
囲
で
捉
え
る
こ
と
に
は
賛
成
で
あ

る
。

2�　

陸
上
運
送
と
海
上
運
送
の
区
別　
　

甲
案
・
乙
案　

意
見
対
立
あ

り
。
平
水
区
域
に
お
け
る
運
送

　
　

堪
航
能
力
担
保
義
務
の
負
担　
　

船
舶
安
全
施
行
規
則

　

平
水
区
域
の
運
送
を
従
来
通
り
に
陸
上
運
送
に
入
れ
る
甲
案
と
海
上

運
送
の
方
に
入
れ
る
乙
案
に
つ
い
て
は
、
平
水
区
域
に
ど
の
程
度
の
危

険
性
が
認
め
ら
れ
る
か
に
よ
り
堪
航
能
力
担
保
の
必
要
性
を
判
断
し
て

海
上
運
送
の
規
制
に
服
す
べ
き
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
運
送
の
実
態
を
踏
ま
え
た
業
界
か
ら
は
、
従
来
通
り
の
甲
案
を
支

持
す
る
意
見
も
多
い
。
し
か
し
甲
案
で
は
、
瀬
戸
内
海
の
航
行
船
舶
に

つ
い
て
松
山
・
広
島
間
で
は
陸
上
運
送
、
松
山
・
小
倉
間
で
は
海
上
運

送
に
な
る
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
合
理
的
な
運
送

区
分
が
さ
ら
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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3　

航
空
運
送
の
定
義　

航
空
法
に
規
定
す
る
航
空
機
に
よ
る
運
送

　

航
空
機
は
、
人
が
乗
っ
て
航
空
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
飛
行

機
、
回
転
翼
航
行
機
、
滑
空
機
及
び
飛
行
船
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
航

空
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
器
を
い
う
（
航
空
法
第
二
条
第
一

項
）。
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
運
送
の
た
め
に
使

用
す
る
場
合
を
法
規
制
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

第
2　

物
品
運
送
に
つ
い
て
の
総
則
的
規
律

1　

総
論

　

物
品
運
送
（
陸
上
・
海
上
・
航
空
運
送
）
全
般
へ
の
規
律

　

陸
上
運
送
、
海
上
運
送
及
び
航
空
運
送
に
共
通
し
て
適
用
さ
れ
る
総

則
的
な
規
律
と
す
る
こ
と
に
は
賛
成
で
あ
る
。

2�　

物
品
運
送
契
約
の
定
義　
　

契
約
当
事
者
の
義
務
の
明
確
化
（
諾

成
・
双
務
契
約
）

　

物
品
運
送
契
約
と
は
、「
運
送
人
が
荷
送
人
か
ら
あ
る
物
品
を
受
け

取
り
こ
れ
を
運
送
し
て
荷
受
人
に
引
き
渡
す
こ
と
を
約
し
、
荷
送
人
が

こ
れ
に
対
し
て
そ
の
運
送
賃
を
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
効
力
を
生
じ
る
も
の
と
す
る
。」
こ
の
規
定
を
冒
頭
に
置
く

こ
と
は
、
契
約
の
内
容
、
運
送
契
約
の
法
的
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

3　

荷
送
人
の
義
務

（
1
）�　

契
約
事
項
記
載
の
書
面
交
付

　
　
　

記
載
事
項
の
内
容
の
検
討　
（
削
除
と
追
加
）

　

記
載
事
項
と
し
て
（
ア
）
運
送
品
の
種
類
（
イ
）
運
送
品
の
容
積
若

し
く
は
重
量
又
は
包
若
し
く
は
個
品
の
数
及
び
運
送
品
の
記
号
（
ウ
）

荷
造
り
の
種
類
（
エ
）
荷
送
人
及
び
荷
受
人
の
氏
名
又
は
名
称
（
オ
）

発
送
地
及
び
到
達
地
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
中
間
試
案
に
対
し

て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
」
で
は
、
荷
送
人
の
署
名
と
作
成
の
年
月

日
を
追
加
す
る
意
見
が
多
い
。
ま
た
荷
造
り
の
種
類
を
削
除
す
べ
き
と

の
意
見
も
み
ら
れ
た
。
本
研
究
会
で
は
、
商
法
五
七
〇
条
の
現
行
規
定

の
記
載
事
項
と
の
違
い
を
確
認
し
た
。
同
書
面
を
電
磁
的
方
法
で
提
供

可
能
と
す
る
こ
と
に
は
賛
成
す
る
。

（
2
）�　

危
険
物
に
関
す
る
通
知
義
務　

危
険
物
運
送
の
責
任　

運
送
人

の
負
う
リ
ス
ク
危
険
物
の
定
義　

保
険

　

危
険
物
を
運
ば
せ
る
場
合
に
荷
送
人
に
通
知
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と

に
異
論
は
な
い
が
、
何
を
危
険
物
と
す
る
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
。

ま
た
事
業
者
側
か
ら
は
荷
送
人
に
厳
し
い
責
任
（
無
過
失
責
任
）
を
求

め
る
意
見
も
あ
る
が
、
消
費
者
が
危
険
物
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
運

送
品
を
託
し
た
よ
う
な
場
合
の
問
題
な
ど
の
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。
特

に
危
険
物
に
対
し
て
保
険
で
対
応
す
る
た
め
の
経
済
的
コ
ス
ト
の
負
担

を
期
待
で
き
な
い
者
を
ど
う
扱
う
べ
き
か
が
問
題
で
あ
る
。

4　

運
送
賃
・
留
置
権

（
1
）　

運
送
賃
の
請
求
―
―
運
送
品
の
引
渡
し
と
同
時
に

東洋法学　第59巻第 3号（2016年 3 月）

313



　

請
負
契
約
で
あ
る
運
送
契
約
か
ら
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
が
、
運

送
賃
前
払
い
の
実
務
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
が
問
題

と
な
る
。

（
2
）　

留
置
権
の
被
担
保
債
権　

運
送
賃
・
付
随
費
用
・
立
替
金

　

運
送
人
の
留
置
権
を
準
用
規
定
に
よ
ら
ず
に
定
め
た
規
定
で
あ
る
。

5　

運
送
人
の
損
害
賠
償
責
任

（
1
）�　

責
任
原
則　

過
失
推
定
責
任
の
原
則

　
　
　

履
行
補
助
者
の
故
意
・
過
失

　

現
行
の
規
定
で
は
履
行
補
助
者
の
故
意
・
過
失
が
明
文
化
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
文
言
を
法
文
に
残
す
ほ
う
が
望
ま
し
い
。
過
失
推
定
の
原
則

は
、
民
法
の
債
務
不
履
行
責
任
の
場
合
と
同
じ
で
あ
り
問
題
は
な
い
。

（
2
）　

高
価
品
の
特
則　

適
用
除
外

　

ア　

運
送
人
が
知
っ
て
い
た
と
き

　

高
価
品
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
相
応
の
対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

な
ら
ば
、
適
用
除
外
を
認
め
て
も
よ
い
だ
ろ
う
が
、
普
通
品
の
運
賃
で

高
価
品
レ
ベ
ル
の
注
意
義
務
や
賠
償
責
任
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
は
問
題

で
あ
る
。

　

イ　

運
送
人
の
故
意
・
重
過
失
に
よ
る
滅
失
等
（
甲
案
）

　
　
　

運
送
人
の
故
意
・
無
謀
な
行
為
に
よ
る
滅
失
等
（
乙
案
）

　

運
送
人
の
故
意
あ
る
場
合
に
は
、
運
送
人
の
免
責
は
認
め
ら
れ
な

い
。
重
過
失
の
場
合
に
も
免
責
が
認
め
ら
れ
る
か
は
従
来
か
ら
議
論
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
無
謀
な
行
為
」
と
い
う
新
た
な
概
念
の

導
入
を
図
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
3
）　

運
送
品
延
着
の
場
合
の
賠
償
額　
　

運
送
品
の
価
額

　

運
送
品
が
た
だ
延
着
し
た
場
合
の
賠
償
範
囲
に
つ
い
て
は
、
民
法
の

一
般
原
則
に
よ
る
の
で
は
な
く
運
送
品
の
価
額
を
限
度
と
し
て
設
定
す

る
こ
と
は
運
送
人
の
賠
償
責
任
の
定
額
化
と
し
て
意
味
が
あ
る
が
、
標

準
的
運
送
約
款
で
は
延
着
の
賠
償
金
額
を
運
賃
・
料
金
の
総
額
と
す
る

上
限
を
定
め
て
お
り
、
こ
の
実
際
的
な
対
応
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
4
）　

相
次
運
送

　

陸
上
運
送
の
相
次
運
送
の
規
定
を
海
上
・
航
空
運
送
に
も
準
用
す
る

こ
と
は
妥
当
と
考
え
る
。

6　

荷
受
人
の
権
利

　

運
送
契
約
は
運
送
人
と
荷
送
人
と
の
間
で
結
ば
れ
る
が
、
荷
受
人
の

有
す
る
権
利
を
ど
の
範
囲
で
い
つ
か
ら
認
め
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

危
険
移
転
の
時
期
は
、
商
品
の
受
渡
し
時
点
と
す
る
約
定
が
多
い
と
さ

れ
る
。
全
部
滅
失
の
場
合
に
は
、
荷
受
人
は
荷
送
人
の
運
送
人
に
対
す

る
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
の
債
権
譲
渡
を
受
け
て
こ
れ
を
行
使
す

る
が
、
荷
送
人
が
債
権
譲
渡
に
応
じ
な
い
場
合
が
あ
る
。
輸
入
契
約
で

貨
物
保
険
契
約
上
、
荷
受
人
が
被
保
険
者
と
な
っ
て
お
り
保
険
金
の
支

払
後
、
保
険
者
の
代
位
す
べ
き
荷
主
の
運
送
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請

求
権
を
海
外
の
荷
送
人
か
ら
個
別
に
債
権
譲
渡
で
受
け
る
の
は
困
難
と

の
指
摘
も
あ
り
、
荷
受
人
に
よ
る
権
利
の
取
得
を
一
定
の
時
期
に
定
め
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る
必
要
性
は
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

7　

運
送
品
の
供
託
・
競
売

（
1
）　

受
取
拒
否
等

（
2
）　

催
告

（
3
）　

価
格
低
落
の
お
そ
れ

（
4
）　

競
売
代
価
の
供
託
・
充
当

（
5
）　

通
知

　

こ
れ
ら
の
規
定
の
整
備
に
は
、
反
対
の
意
見
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

8　

運
送
人
の
損
害
賠
償
責
任
の
消
滅

（
1
）
受
取
に
よ
る
責
任
消
滅　
　

異
議
を
と
ど
め
な
い
場
合

　

運
送
賃
の
支
払
を
運
送
人
の
責
任
消
滅
事
由
の
要
件
か
ら
外
す
こ
と

の
是
非
が
問
題
と
な
っ
た
。
商
人
間
の
取
引
で
は
運
賃
後
払
い
が
多

く
、
実
務
上
、
標
準
運
送
約
款
で
は
運
賃
受
取
を
責
任
消
滅
要
件
と
は

し
て
い
な
い
。
荷
受
人
が
消
費
者
で
あ
る
場
合
に
も
運
送
品
の
受
取
に

よ
る
運
送
人
責
任
の
消
滅
を
認
め
る
べ
き
か
、
は
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

（
2
）　

期
間
の
経
過
に
よ
る
責
任
の
消
滅

　

消
滅
時
効
を
除
斥
期
間
に
改
め
る
こ
と
は
、
消
費
者
で
あ
る
荷
主
に

は
不
利
に
働
く
。
運
送
人
の
善
意
・
悪
意
を
問
わ
ず
に
一
年
の
除
斥
期

間
と
す
る
こ
と
は
妥
当
と
い
え
る
の
か
。

9　

不
法
行
為
責
任
と
の
関
係

　
　

甲
案　

特
段
の
規
定
を
設
け
な
い
。

　
　

乙
案　

商
法
規
定
の
不
法
行
為
責
任
へ
の
準
用

　
　
　

請
求
権
競
合
・
法
条
競
合
論

　

債
務
不
履
行
責
任
の
減
免
に
つ
い
て
の
規
定
を
不
法
行
為
責
任
に
も

及
ぼ
す
こ
と
の
是
非
は
、
従
来
か
ら
様
々
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
最
高

裁
平
成
一
〇
年
四
月
三
〇
日
判
決
は
、
宅
配
便
に
関
す
る
免
責
約
款
が

不
法
行
為
責
任
に
も
及
ぶ
可
能
性
を
認
め
た
が
、
そ
の
射
程
が
問
題
と

さ
れ
て
い
る
。
商
法
上
の
運
送
人
責
任
の
減
免
規
定
を
不
法
行
為
責
任

に
も
準
用
す
る
こ
と
を
明
文
化
す
る
こ
と
は
方
向
性
と
し
て
は
容
認
で

き
る
が
、
そ
の
要
件
に
つ
い
て
は
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

10　

複
合
運
送

　

複
合
運
送
契
約
に
つ
い
て
の
規
律
を
設
け
る
こ
と
は
妥
当
と
考
え

る
。

11　

貨
物
引
換
証　

商
法
五
七
一
条
～
五
七
五
条
、
五
八
四
条
の
削
除

　

実
際
に
今
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
将
来
利
用
さ
れ
る
可

能
性
を
否
定
で
き
な
い
と
す
る
意
見
は
傾
聴
に
値
す
る
。
日
韓
海
底
ト

ン
ネ
ル
な
ど
で
陸
運
に
よ
る
貨
物
の
輸
送
を
想
定
し
た
場
合
に
貨
物
引

換
証
の
法
律
規
定
を
残
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

第
3　

旅
客
運
送
の
総
則
的
規
律
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1　

総
論

　
　

適
用
範
囲　
　

陸
上
・
海
上
・
航
空
運
送

　

旅
客
運
送
に
つ
い
て
陸
海
空
の
運
送
に
関
す
る
統
一
的
な
規
律
を
設

け
る
こ
と
は
よ
い
。

2　

旅
客
運
送
契
約
の
定
義

　

基
本
的
な
契
約
の
内
容
と
し
て
「
旅
客
運
送
契
約
は
、
運
送
人
が
旅

客
を
運
送
す
る
こ
と
を
約
し
、
相
手
方
が
こ
れ
に
対
し
て
そ
の
運
送
賃

を
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
も
の

と
す
る
。」
と
い
う
規
定
を
冒
頭
に
置
く
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。

3　

旅
客
運
送
人
の
責
任

　
　

甲
案

　
　

乙
案　

�

旅
客
の
生
命
・
身
体
の
侵
害
に
係
る
責
任
で
旅
客
に
不
利

な
特
約
の
無
効

　

旅
客
運
送
人
の
負
う
べ
き
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
、
旅
客
の
生

命
・
身
体
の
侵
害
に
関
す
る
賠
償
責
任
を
減
免
す
る
特
約
の
効
力
を
否

定
す
る
規
定
を
商
法
中
に
置
く
べ
き
か
が
検
討
さ
れ
た
。
消
費
者
契
約

法
や
民
法
九
〇
条
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
事
例
が
考
え
ら
れ
る
一
方

で
、
保
険
で
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
地
震
や
噴
火
な
ど
の
緊
急
時
の
輸
送
を

運
送
人
が
引
き
受
け
な
く
な
る
お
そ
れ
な
ど
も
指
摘
さ
れ
、
ま
た
誓
約

書
に
よ
る
免
責
の
効
力
が
否
定
さ
れ
る
と
妊
婦
や
重
病
人
の
旅
客
を
乗

船
さ
せ
る
こ
と
を
拒
む
事
態
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
、
乙
案

を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　
　

商
法
五
九
〇
条
第
二
項
の
削
除

　

損
害
額
の
算
定
に
あ
た
り
、
被
害
者
及
び
そ
の
家
族
の
情
況
を
斟
酌

す
る
と
い
う
規
定
を
置
く
こ
と
の
意
味
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。

4　

携
帯
手
荷
物
に
つ
い
て
の
賠
償
責
任

（
1
）　

引
渡
し
を
受
け
な
い
手
荷
物

　

旅
客
の
管
理
下
に
あ
る
手
荷
物
に
つ
い
て
の
滅
失
・
損
傷
は
、
運
送

人
の
故
意
・
過
失
を
証
明
し
て
運
送
人
の
責
任
を
問
う
こ
と
が
で
き
る

と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。

（
2
）　

準
用
規
定

　

賠
償
額
の
定
額
化
・
責
任
の
特
別
消
滅
事
由
・
責
任
の
減
免
に
関
す

る
規
定
の
準
用
に
つ
い
て
は
、
手
荷
物
と
市
場
価
格
の
あ
る
運
送
商
品

と
の
違
い
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

5　

旅
客
運
送
契
約
に
基
づ
く
債
権
の
消
滅
時
効　
　

一
年

　

運
送
賃
に
係
る
債
権
を
一
年
と
す
る
民
法
の
短
期
消
滅
時
効
の
規
律

と
の
関
係
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。
民
法
債
権
法
の
改
正
で
は
、
短
期

消
滅
時
効
の
規
定
を
廃
す
る
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
か

ら
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

3
．
平
成
二
七
年
一
一
月
段
階
で
の
改
正
動
向

　

法
制
審
議
会　

商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
部
会
で
は
、
現
在
、
商
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法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
要
綱
案
の
取
り
ま
と
め

に
向
け
た
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
中
間
試
案
か
ら
の
修
正
部
分
も

示
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
の
法
制
審
議
会
・
商
法

（
運
送
・
海
商
関
係
）
部
会
の
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.m
oj.go.jp/content/�

001172144.pdf
）
を
参
照
の
こ
と
。

平
成
二
七
年
一
二
月
八
日
記

　

追
記
・
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
部
会
の
第
一
八
回
会
議
に
お
い

て
「
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
要
綱
案
」（
平

成
二
八
年
一
月
二
七
日
決
定
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
東
洋
大
学
商
事
法
研
究
会
）
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